




様式第８号                                 № １  

学  位  論  文  要  旨 

 

 

 

氏名    杉田 諭     

 

 

論 文 題 目 

Effect of the new synthetic vitamin E derivative ETS-GS on radiation enterocolitis 

symptoms in a rat model                          

（放射線性腸炎ラットに対する新規ビタミン E 誘導体 ETS-GS の効果の検討） 

 

要     旨 

緒 言：放射線性腸炎は腹部骨盤部の悪性腫瘍に対する放射線療法を行った後に起こりうる疾患で

ある。今回、抗酸化作用と抗炎症作用をもつ新規抗酸化物質 ETS-GS のラット放射線性腸炎モデル

に対する治療効果の検討を行った。                             

研究対象および方法：6 週齡雄性ラットの腹部に 10Gy の放射線を単回照射し、放射線性腸炎モデ

ルを作成した。放射線照射 2 日前より ETS-GS(10mg/kg)を 5 日間連続でラットに皮下投与した。

放射線照射 3 日後にラットを犠死し、回腸組織を採取し分析を行った。評価項目として、HE 染色、

TUNEL 染色、酸化ストレスや炎症に関する各種パラメーター(組織中カスパーゼ 3/7、ミエロペロ

キシダーゼ(MPO)、マロンジアルデヒド(MDA))を設定した。                     

結 果：組織学的所見において、放射線照射群の回腸粘膜では、粘膜下層の腫脹、重度のびらん、

粘膜の壊死、炎症細胞の浸潤、陰窩の短縮が認められた。放射線照射＋ETS-GS 投与群の回腸粘膜

の障害は、放射線照射群と比べて抑制されていた。TUNEL 染色においては、放射線照射群では染

色されたアポトーシス細胞を多数認め、他の 2 群ではほとんど認めなかった。回腸組織中のカスパ



ーゼ 3/7、MPO、MDA においては、放射線照射＋ETS-GS 投与群は、放射線照射群よりも有意に

低値であった。                                      

考 察：今回の結果から、ETS-GS の投与により、放射線照射後の回腸粘膜障害を抑制することが

認められた。このメカニズムとして、ETS-GS 投与が酸化ストレス発生を抑制し、その結果アポト

ーシスを抑制することで放射線性腸炎による粘膜障害を抑制すると考えられた。       

結 語：新規抗酸化物質 ETS-GS は、ラット放射線性腸炎モデルに対し、アポトーシスや酸化スト

レスを抑制することで予防・治療効果を有することを示した。                

                                            

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              


